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本論文は 6 章および付録 2 編より構成されている。
第 l 章は緒論であって、大出力レーザーの必要性、問題点を明らかにし、レーザーによるプラズマ
生成、レーザーレーダーの工学的意義を示し、本研究の工学的位置づけを行なっている。

























(4) 第 2 の応用としてレーザーレーダーによる大気観測を実施し、レーザ一光の散乱を測定し逆転層
形成の過程を観測している。この方式は最近各所ではじめられているが、この研究が最初のもので
あった。
本研究はレーザーの開発とその応別に関しきわめて顕著な進歩をもたらした。とくにレーザーによ
る核融合プラズマの発生に関し、新しい加熱機構の導入はきわめて独創的であり、この方面の発展に
重要な知見を与えるものである。よって本論文は博士論文としてきわめて価値あるものと認める。
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